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広　報

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

特　　集

相楽東部未来づくり推進

協議会を設立しました

表紙写真：北大河原バイパスプレイベントでのやまなみ太鼓「絆」の演奏（南山城村）



　～相楽東部から豊かな
ライフスタイルモデル発信を目指して～　
相楽東部未来づくり推進協議会を設立

　相楽東部地域（笠置町・和束町・南山城村）においては、各町村が特色を活かした
地域活性化策を推進するとともに、平成20年12月には、「相楽東部広域連合」を設立し、
事務の共同化・効率化に取り組んできました。
　しかしながら、人口減少や高齢化社会において、３町村の新たな攻めの政策連携や
３町村域を超えた広域連携により、地域の活性化につながるポジティブな取組を戦略
的に推進していく必要があり、新たに本協議会を設立しました。

　笠置町長・和束町長・南山城村長・相楽東部広域連合長（和束町長）・京都府山城広
域振興局長・京都府総務部長・京都府政策企画部長等
※必要に応じて、近隣市町・民間等の参画を得ていきます。

　特定分野（移住・定住・広域観光・子育て等）について、関係者によるプロジェクトチー
ムを設置し推進します。

○３町村の産業・自然等の個性・強みを活かしつつ連携を強化することにより、３町
　村の圏域全体としての生活環境の向上を図ります。
○農山村にあって学研都市にごく近いという地域特性を活かし、学研も含めた生活圏
　の形成により、幅広い世代において、農山村と都市が融合した新たなライフスタイ
　ルが実現できる理想郷を創造します。

設立主旨

構　　成
本部会議

各課題解決のための幹事会

目指すべき新たな理念

相楽東部に豊かなライフスタイルモデルを創造・発信

₂



特　集特　集

　７月 28 日（木）午前 10 時から京
都和束荘で、「相楽東部未来づくり推
進協議会」の初会合が開かれ、西村
典夫・笠置町長、堀忠雄・和束町長、
手仲圓容・南山城村長、岡本圭司・
京都府山城広域振興局長らが出席さ
れ、活発な意見交換がおこなわれま
した。

「相楽東部未来づくり推進協議会」の初会合が開かれました

主な意見の内容
＜人口減少対策（移住・交流など）＞
◦自然に生かされているという意識など自然の理に沿ったライフスタイルをこの地域か
　ら発信。
◦人口が増加している学研都市地域や滋賀県・三重県・奈良県と隣接しているという特
　徴を活かした地域づくり。
◦学研都市立地企業のサテライトオフィスを作り、空き時間に様々な体験を提供。
◦おいしい食事よりも田舎生活そのものを体験したいというニーズに対応。
◦修学旅行生を対象に農業や田舎暮らしなどを体験することができる民泊を推進。
◦田舎暮らしのニーズに合うよう、若者向け共同住宅の建設や移住の受け皿となる組織
　を３町村共同で作る。
◦特に若年層の減少は問題であり、そのような人たちが地元に戻り３世代が同居できる
　ような対策を推進。
◦京阪神地域を間近に控え、一般的な田舎とは違うクールな田舎、かっこいい田舎とし
　て打ち出せる地域であり田舎暮らしをしながら通勤したいというニーズにも対応でき
　るところ。
◦笠置町では「笠置まちづくり会社」を発足させ、商店街の再生に取り組む。
◦３町村の持つ観光資源を活かすため、各観光案内所を結ぶ仕組み作り。

＜居住環境対策（福祉・医療・教育など）＞
◦移住者を支援するネットワークづくり。そのためには人を育てること、キーマンを作
　ることが重要。人が人に惹かれて活気につながる。
◦少人数を活かした英語やＩＣＴなど特色のある教育を目指す。
◦救急医療などの面で何とかしなければならないという中で出てきたのが定住自立圏
　構想。
◦荒廃農地対策として農業大学を作り特産品の開発を進める。
◦健康づくりやスポーツ振興を３町村が共同で実施。

会合の模様

3



まちの話題まちの話題

夏の笠置を彩る、
花火大会と灯ろう流し

更生保護女性会ミニ集会

～夏を満喫～和束保育園親子交流会

　8 月 6 日（土）に、笠置夏まつり 花
火大会が開かれました。
今年は「笠置めだかすくい」や、約
1800 発の花火の他に番外編花火が打
ち上がるなど、従来と違った内容で、
賑わいが見られました。
　8 月 16 日（火）におこなわれた笠
置灯ろう流しは、あいにくの雨でした
が、水難事故等でお亡くなりになられ
た方を偲びながら、午後 7 時頃から
600 基の灯ろうを流しました。

　７月は、社会を明るくする運動の強調月

間です。その一環として、７月 29 日（金）

に笠置町産業振興会館おいて、更生保護女

性会ミニ集会が開かれました。

　「子どもたちを支える地域のチカラ〜深め

よう地域の連帯や家族の絆〜」をテーマに、

保護司の小林慶昭さんより講演をしていた

だき、その後、地域の報告や取組みによる、

意見交換をおこないました。

　８月６日（土）、和束保育園では夏の日差し
が照りつける中、第１回親子交流会が開かれま
した。
　当日は、親子合わせて 49 人が参加しました。
　交流会では年少児は、小さなプールに座り込
んだり、年長児はプールに潜ったり、水をかけ
あったりしながら「水遊び」を楽しみました。
　その後は、お部屋に入り親子共にアイスク
リームを食べながら話をしたり、おもちゃで遊
んだりなど、楽しい一日を過ごしました。

笠置町

笠置町

和束町

保護司の小林慶昭さんによる講演の様子

キャンプ場から打ち上がる花火の様子 流れゆく灯ろうの様子
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まちの話題まちの話題

早稲田大学大学院のみなさんが来町されました 和束町

道の駅「お茶の京都　みなみやましろ村」
ふれあい交流センター建築工事　安全祈願祭開催

一般国道 163 号北大河原バイパス
プレイベントに 500 人来場

　８月２日（火）、道の駅「お茶の京都 みな
みやましろ村」ふれあい交流センター建築工
事に伴う安全祈願祭を開きました。
　安全祈願祭には、南山城村及び京都府、地
元区の関係者の皆様、工事関係者等およそ
20 人が参加し、工事の安全を祈願しました。
道の駅「お茶の京都　みなみやましろ村」は、
平成 29 年春のオープンを目指し、いよいよ
本格的な工事がスタートします。

　一般国道 163 号北大河原バイパスの開通を前の８月 14 日（日）に
バイパスのトンネルウォーキングイベントを開きました。
　村内の大勢の方をはじめ、帰省中の茨城県や関東方面在住の方の他
に、京都市・奈良市内からも多数の方々にお越しいただき、青空のも
と 500 名以上の方がイベントに参加されました。
　イベントでは、やまなみ太鼓「絆」の皆さんの演奏後、まゆまろの
お迎えで京都府単独事業では最長の 1.5 キロのトンネル内で、工事映
像や消火栓の実演、バンド演奏を見ながらゆっくりと楽しんでいただ
きました。また、トンネル出口では、来年春オープンの「道の駅」の

PR ブースが開設され、パンフレットや缶バッジの配布・商品紹介・販売などをおこないました。
　なお、バイパスは８月 28 日（日）午後３時に正式開通となります。開通後は、現在の国道 163 号の一
部が通行できなくなりご利用の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。

南山城村

南山城村

　和束町と『連携・協働に関する基本協定』を締結
している早稲田大学大学院のみなさんが ｢京都講座｣
として８月３日（水）から８日（月）までの間、和
束町に来町されました。
　６日間にわたり町内での意見交換会やフィールド
ワークを通して和束の現状を知り、最終日の８日に
は「湯船森林公園一帯を活用した経営母体の構築」・
｢湯船地区　新コミュニティ創生計画～衰退する地域
の関わりを新たに創生する取り組み～｣ と題して、
町の活性化に向けた政策提案を発表していただきま
した。
　早稲田大学大学院のみなさん、住民のみなさんに
おかれましては６日間ありがとうございました！ 政策提案発表会で集合写真（和束町社会福祉センター）

穿初めの儀

たくさんの来場がありました。
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まちの話題まちの話題

　８月６日（土）、和束運動公園において第 47 回相楽小学生ソフトボール大会が開かれました。管内３町
村からもそれぞれ１チームが出場し、夏休みの早朝や猛暑の中、一生懸命練習に励んできた成果を存分に
発揮しました。大会には全７チームがエントリーし、A ゾーンと B ゾーンに分かれて、トーナメント戦と
リーグ戦をおこないました。管内のチームでは、A ゾーンで南山城オールスターズ（南山城小）が、B ゾー
ンで和束ファイターズ（和束小）がそれぞれ準優勝に輝きました。

３町村

３町村

キラリと光る夏！一球に想いを込め

　８月は、京都府の「人権強調月間」です。人権意識の普及・高揚を図ることを目的として、笠置町では、８月９日（火）
午前７時から、ＪＲ笠置駅前にて街頭啓発をおこないました。通勤の方や、ＪＲ利用者の送迎に来られた方などに、啓
発物品を配りながら人権の大切さを呼びかけました。
　和束町では、７月 27 日（水）午前７時 30 分から白栖橋交差点付近で、街頭啓発をおこないました。通勤途中のドラ
イバーや、散歩中の方などに啓発物品を配り、人権の大切さを呼びかけました。
　南山城村では、８月２日

（火）にやまなみホールで
人権教育研修会を開きま
した。「介護と人権」をテー
マに講師をお招きし講演・
DVD上映・啓発をおこな
いました。

人権啓発事業街頭啓発

笠置中学校　ふるさとフェスタ
　８月９日（火）、笠置中学校がふるさとについての学習発表会「ふるさとフェスタ」を笠置町産業振興
会館で開きました。
　１年生はサギソウの展示・学習内容の掲示、２年生は村と他産地のお茶の飲み比べやお茶の淹れ方講座、
３年生はふるさとについての発表やクイズ・演劇をおこないました。今年は多数の来場者に加え、笠置町
観光大使の「笠やん」が登場するなど大変盛り上がりました。
　笠置中学校では、地域の自然や文化について学び・考える「ふるさと学習」を通じて、これからも地域
の魅力を伝えるとともに、その振興に取り組んでいきます。

笠置町・南山城村

３年生　ふるさとクイズの様子１年生　サギソウの学習掲示の様子 ２年生　お茶の淹れ方講座の様子

南山城オールスターズ和束ファイターズ笠置ブルースターズ

「知ろう・守ろう・考えよう」街頭
啓発の様子（JR笠置駅前）

和束町白栖橋前交差点で街頭啓
発活動

やまなみホールでの啓発の様子
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行　政行　政

　

昭
和
42
年
度
に
製
作
さ
れ
た
踊
り
手
衣
装
の
長
羽
織
は
、
長

年
の
使
用
に
よ
り
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
京
都
府
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
、
京
都
府
の
『
京
都
未

来
の
匠
「
技
の
継
承
」
事
業
』
及
び
村
の
「
田
山
花
踊
り
振
興

事
業
」
に
よ
り
、
約
50
年
ぶ
り
に
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
は
こ
の
新
し
く
な
っ
た
着
物
で
奉
納

し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
時
間
等
の
詳
細
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

南
山
城
村
で
は
、
地
域
振
興
の
一
環
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
対
し
て
、
南
山
城
村
の
特
産
品
を

返
礼
品
と
し
て
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
村
内
で
生
産
さ

れ
た
「
特
産
品
」
を
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
へ
の
返
礼
品
と
し
て

提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
自
慢
の
品
を
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
ょ
う
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
９
月
20
日
（
火
）
ま
で
に
南
山

城
村
税
財
政
課
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
３
（
直
通
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い
地
方
公

共
団
体
に
寄
附
す
る
こ
と
で
、
寄
附
金
の
う
ち
、
２
０
０
０

円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定
限
度
額
ま
で
所
得
税
及

び
個
人
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
笠
置
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
、
10

月
18
日
（
火
）
告
示
・
10
月
23
日
（
日
）
投
票
の
日
程
で
お
こ

な
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
代
表
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
あ
な
た
の
１

票
で
明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

◆
投
票
で
き
る
人

　

年
齢
が
18
歳
以
上
の
方

　

※（
平
成
10
年
10
月
24
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

　

笠
置
町
に
引
き
続
き
３
ヶ
月
以
上
住
ん
で
い
る
方

※（
平
成
28
年
７
月
17
日
以
前
か
ら
笠
置
町
に
住
ん
で
い
て
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
）

　

こ
の
選
挙
で
は
、
笠
置
町
外
へ
転
出
し
た
時
点
で
、
投
票
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
投
票
時
間

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

◆
投
票
場
所

　

北
部
区
・
切
山
区
に
お
住
ま
い
の
方
➡
笠
置
小
学
校
体
育
館

　

西
部
区
・
東
部
区
に
お
住
ま
い
の
方
➡
西
部
区
集
会
所

　

南
部
区
・
飛
鳥
路
区
に
お
住
ま
い
の
方
➡
笠
置
町
産
業
振
興

　

会
館

　

な
お
、
投
票
日
当
日
、
都
合
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
や
、

病
気
等
で
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
に
入
院
等
さ
れ
て
い
る
方
、

長
期
出
張
で
他
の
場
所
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
は
、
期

日
前
投
票
ま
た
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

　

10
月
19
日
（
水
）
～
10
月
22
日
（
土
）
の
午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
８
時
ま
で

田
山
花
踊
り
踊
り
手
の
衣

装
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

（
南
山
城
村
）

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

返
礼
品
協
力
者
を
募
集

し
ま
す
（
南
山
城
村
）

10
月
23
日
は
笠
置
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
投

票
日
で
す

◆
期
日
前
投
票
の
で
き
る
場
所

　

笠
置
町
役
場
内　

選
挙
管
理
委
員
会

◆
不
在
者
投
票
の
で
き
る
場
所

　

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
ら
れ
る
方
は
、
病
院
・
老
人

ホ
ー
ム
等
で
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
等
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

長
期
出
張
な
ど
で
投
票
日
当
日
、
笠
置
町
に
帰
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

笠
置
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
笠
置
町
役
場
総
務
財
政
課
内
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
）

左　田山花踊り保存会　辰巳会長
中央　木村染匠株式会社　木村代表取締役
　　　（「京友禅」の技術を活用し、復元新調していただきました）
右　田山花踊り保存会　中下副会長
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特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　

戦
後
70
周
年
と
し
て
昨
年
度
か
ら
、
今
日
の
我
が
国
の
平
和

と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た

し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご

遺
族
に
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
ご
遺
族
に
一
層
の
弔
意

を
表
す
る
た
め
、
償
還
額
を
年
５
万
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、

５
年
ご
と
に
国
債
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日

（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け

る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
し
ま
す
。

　

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

　
　
　

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

　

２
．
戦
没
者
等
の
子

　

３
．
戦
没
者
等
の　
① 

父
母　
② 

孫　
③ 

父
母　
④ 

兄
弟
姉
妹

　
　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ

　
　
　

と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

　
　
　

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

　

４
．
右
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
以
内
の
親

　
　
　

族
（
甥
、
姪
等
）

　
　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計

　
　
　

関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
・
５
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で
（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る

　

と
第
十
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

　

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

請
求
窓
口
と
お
問
合
せ
先　

　

笠
置
町
税
住
民
課　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
）

　

和
束
町
福
祉
課　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
代
）

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

保健・福祉保健・福祉

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
18
「 

尿
検
査
で
わ
か
る
事 

」

　

読
者
の
み
な
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど

は
尿
検
査
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。
学
校

健
診
で
は
毎
年
お
こ
な
わ
れ
ま
す

し
、
会
社
の
健
康
診
断
・
病
院
を

受
診
し
た
と
き
必
ず
尿
検
査
は
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。
で
は
尿
検
査
で

な
に
が
わ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

尿
検
査
は
主
に
「
タ
ン
パ
ク
質
」

「
潜
血
」「
ブ
ド
ウ
糖
」「
白
血
球
」

な
ど
を
調
べ
ま
す
。
尿
検
査
の
一

番
の
ポ
イ
ン
ト
は
腎
臓
を
調
べ
る

事
で
す
。
腎
臓
は
オ
シ
ッ
コ
を
つ

く
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
腎
臓
の
働

き
は
単
に
体
の
水
を
出
す
だ
け
で

な
く
、
体
の
中
の
老
廃
物
を
こ
し

と
り
、
さ
ら
に
血
液
中
の
ナ
ト
リ

ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
な
ど
を
一
定
に

保
つ
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
腎
臓
が
悪
く
な
る
と
体
の
水

分
が
出
せ
な
く
な
り
む
く
み
が
で

ま
す
。
や
が
て
体
の
老
廃
物
を
こ

し
と
れ
な
く
な
る
と
生
命
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
死
に

至
る
こ
と
や
、
そ
う
で
な
く
と
も

人
工
透
析
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
ま
ず
「
タ
ン
パ
ク
質
」

が
尿
に
混
じ
っ
て
い
な
い
か
を

調
べ
ま
す
。
腎
臓
の
機
能
が
正

常
で
あ
れ
ば
血
液
中
の
タ
ン
パ
ク

質
は
ご
く
少
量
し
か
尿
に
は
混
じ

り
ま
せ
ん
。
尿
に
タ
ン
パ
ク
質
が

混
じ
る
事
は
腎
臓
に
何
ら
か
の
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
サ
イ
ン
な

の
で
す
。
し
か
し
と
き
に
健
康
な

人
で
も
尿
に
タ
ン
パ
ク
が
混
じ
る

人
や
、
毎
年
タ
ン
パ
ク
だ
け
が
お

り
る
人
が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人

は
一
度
尿
を
顕
微
鏡
で
調
べ
ど
ん

　
『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』『
誰
か
に
話
を
聞
い

て
も
ら
い
た
い
』
な
ど
、
が
ん
に
関
わ
る
様
々
な
相
談
を
お

受
け
す
る
窓
口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
に
て
出
張

相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　

時　

９
月
６
日
（
火
）・
10
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師

　
　
　
　

又
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予　

約　

実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に
左
記
フ
リ
ー
ダ

　
　
　
　

イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
京
都
市
南
区
東

九
条
下
殿
田
町
43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

☎ 

０
１
２
０
・
０
７
８
・
３
９
４
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
及
び
対

面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前

９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

出
張
が
ん
個
別
相
談
会
の
お
し
ら
せ

な
タ
ン
パ
ク
質
が
尿
に
混
じ
っ
て

い
る
か
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
放

置
し
て
い
い
タ
ン
パ
ク
尿
か
を
調

べ
る
事
が
必
要
で
す
。
次
に
「
潜

血
」
で
す
が
潜
血
が
陽
性
と
出
て

も
「
私
の
尿
は
赤
く
な
い
で
す

よ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
人
も
お
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
肉
眼
で
は
見
え

な
い
血
尿
が
尿
潜
血
陽
性
と
で
て

く
る
の
で
す
。
こ
れ
は
腎
臓
を
含

め
そ
れ
か
ら
下
の
お
し
っ
こ
の
通

り
道
に
何
か
出
血
の
原
因
が
あ
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
腎
臓
自
身

が
悪
い
場
合
や
尿
路
結
石
、
腎
臓

や
膀
胱
に
腫
瘍
が
で
き
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
こ
れ
も
タ

ン
パ
ク
同
様
、
健
康
な
の
に
毎
年

ひ
っ
か
か
る
人
も
い
る
の
で
一
度

は
き
ち
ん
と
精
密
検
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。「
ブ
ド
ウ
糖
」

こ
れ
は
糖
尿
病
の
検
査
で
す
。
40

歳
以
上
の
日
本
人
の
10
人
に
１
人

は
糖
尿
病
で
す
か
ら
要
注
意
で

す
。
糖
尿
病
の
早
期
発
見
の
た
め

に
尿
検
査
は
大
変
役
に
立
っ
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
「
白
血
球
」。
こ
れ
は

オ
シ
ッ
コ
の
通
り
道
に
細
菌
が
感

染
し
て
い
る
事
を
意
味
し
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
膀
胱
炎
や
細
菌
性
腎
炎

と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
オ
シ
ッ

コ
の
検
査
は
当
た
り
前
で
す
が
痛

く
も
痒
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

で
糖
尿
病
や
腎
臓
の
検
査
が
で
き

る
の
で
我
々
医
師
も
大
変
助
か
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
毎
年
一
度
は

尿
の
検
査
を
受
け
ら
れ
る
事
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
　

精
華
町　

藤
村
医
院　
　

　

藤
村　

聡

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分～

午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。
10 月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
10 月 2 日（日） 内科
10 月 9 日（日） 内科
10 月 10 日（月・祝） 内科・小児科
10 月 16 日（日） 内科・小児科
10 月 23 日（日） 内科
10 月 30 日（日） 内科・小児科

※９月分については広報れんけい８月号をご覧
　ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774・73・9988（直通）

8



保健・福祉保健・福祉

東部３町村ではそれぞれ敬老会をおこないます。
どなたでもご来場いただけますので、ご近所お誘い合わせのうえご参加ください。

笠　置　町　９月 15 日（木）午後１時〜　　　　　笠置町産業振興会館
和　束　町　９月 17 日（土）午前９時〜　　　　　社会福祉センター
南山城村　９月 10 日（土）午後１時 30 分〜　　やまなみホール

長寿 おめでとうございます

山　口　マスノ

佐々木　昭　子

佐　々　弥　生

筒　井　岩　三

坂　口　千　菊

船　 　ハギノ

前　田　廣　冶

　山　昭　男

東　　　 　子

武　内　秋　子

寺　阪　澄　子

山　本　ひさゑ

田　中　　　丞

垣　内　二三子

山　本　幸　子

丸　岡　晃　了

濵　　　千鶴子

甲　田　みよ子

中　下　チ　ズ

福　𠮷　　　弘

仲　矢　𡔯美子

廣　見　弘　次

仲　矢　　　稔

澁　久　　　登

栗　原　達　也

尾　崎　俊　二

松　田　楢　代

井　上　榮　子

中　村　　　博

廣　山　清　枝

森　本　千代子

池　田　美也子

大久保　登美子

井　上　 　美

西　窪　一　美

田　口　新　治

廣　尾　弥栄子

廣　見　智重子

仲　辻　　　透

大　東　澄　子

德　谷　トシ子

塚　本　イ　カ

萬　田　有里子

奥　　　朝　子

久　保　トミノ

稲　垣　賀代子

川　嶋　貞　子

馬　場　サキヱ

射　場　照　二

東　　　千代栄

大　西　昭　三

中　尾　友　義

南　　　むつ子

前　川　初　雄

小　西　つ　

和　田　昭　男

筒　井　琴　代

竹　谷　みの

谷　　　サ　チ

堀　　　とみゑ

大　西　とよの

植　村　昭　子

柚　木　みよ子

但　馬　一　枝

谷　内　二　郎

藤　田　千代美

西　村　のぶ子

池　尻　秀　子

坂　口　安　男

馬　場　しげの

奥　田　清　輔

笠置町　　　　　　　和束町　　　　　　　　　　　　　　　　南山城村

　９月 19 日（月）は多年にわたり社会に尽くしてこられた高齢者を敬愛し、長寿を祝う「敬老の日」です。
笠置町・和束町・南山城村では多くの方が米寿をお迎えになられました。これからもますますお元気でお
過ごしいただくことを祈念いたします。

（敬称略）

₉



教　育教　育

　相楽東部広域連合教育委員会の新しい
ALT（外国語指導助手）として、ケンダル・
コンラーディーさんが７月 24 日（日）に
来日しました。
　ケンダルさんは、笠置中学校・南山城村
小学校・笠置小学校で指導します。また、
１学期まで同小・中学校で指導していた
アルヴィンさんは、２学期からは和束中学
校・和束小学校へ異動となります。

Kendal（ケンダル）　Conradie（コンラーディー）さん プロフィール

生年月日 1990 年 5 月 18 日生まれ（26 歳）

出身地 南アフリカ共和国のケープタウン

趣味 言語を習うこと

好きなスポーツ サッカー・クリケット

好きな日本食 お寿司・お弁当・たこ焼き・梅干・味噌汁・うどんなどたくさんあります

日本で行ってみたいところ 北海道・四国・厳島・富士山・琵琶湖・沖縄・別府温泉・青森県

日本で興味関心があるところ
美しくて興味深いその言語や表記体系・非常に綺麗な自然・一般的な文化や生活の
送り方

笠置・和束・南山城の印象 非常に自然が美しい地域ですし、人々はとても友好的で親切だと思います。

ひとこと

　赴任する学校は、教職員の方々も児童生徒さんも優しくて活気があり、よい雰囲
気です。また、児童生徒さんにとって、楽しくて面白い教育が行われている学校の
ように見受けられます。人数の少なさが、児童生徒の利益となっている部分がある
ようにも思います。
　そんな学校に勤務することを非常に楽しみにしております。よろしくお願いいた
します。

体育大会・運動会のご案内

■９月 10 日（土）　午前９時～（雨天翌日順延）
　笠置中学校・和束中学校

■９月 24 日（土）　午前９時～（雨天翌日順延）
　笠置小学校・和束小学校・南山城小学校

新しいALTのご紹介

左からケンダルさん・堀連合長・アルヴィンさん

�



安心・安全安心・安全

木 津 警 察 署 ・ 相 楽 交 通 安 全 協 会

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
街
頭
啓
発
活
動

笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は

　

９
月
27
日
（
火
）
午
前
７
時
～
７
時
30
分

　

Ｊ
Ｒ
笠
置
駅
前
と
ロ
ー
ソ
ン
笠
置
切
山
店
前
に
て
秋
の

　

全
国
交
通
安
全
運
動
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

和
束
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は

　

９
月
21
日
（
水
）
午
前
７
時
30
分
～
８
時

　

和
束
町
白
栖
橋
交
差
点
付
近
に
て
秋
の
全
国
交
通
安
全

　

運
動
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

南
山
城
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は

　

９
月
21
日
（
水
）
午
前
７
時
～
８
時
30
分

　

村
内
５
ヶ
所
の
啓
発
場
所
に
て
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

　

動
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

地
震
に
備
え
今
こ
そ
！

耐
震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」。
今
か
ら
90
年
前
、

１
９
０
万
人
が
被
災
し
、
10
万
人
以
上
の
死
者
・
行
方
不
明

者
を
出
し
た
大
地
震「
関
東
大
震
災
」が
発
生
し
た
日
で
す
。

　

熊
本
の
震
災
を
は
じ
め
、
昨
今
、
全
国
的
に
地
震
が
多

発
し
て
い
る
な
か
、
私
た
ち
の
周
辺
で
も
そ
の
よ
う
な
大

地
震
が
い
つ
起
こ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
地
震
へ
の
備

え
と
し
て
、
ま
ず
は
住
ま
い
の
耐
震
性
が
わ
か
る
耐
震
診

断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

３
０
０
０
円
で
耐
震
診
断
か
ら
耐
震
補
強
プ
ラ
ン
の

提
案
ま
で

対　

象

　

① 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅

　

② 

延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
住
宅
と
し
て
使
用

　
　

 

し
て
い
る
も
の

　

③ 

簡
易
耐
震
診
断
の
結
果
、倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
も
の

費　

用　

個
人
負
担
３
０
０
０
円

内　

容

　

京
都
府
登
録
の
耐
震
診
断
士
に
よ
る
耐
震
診
断
・
診
断

結
果
の
説
明
・
耐
震
改
修
の
提
案
・
概
算
工
事
費
の
提
示

募
集
戸
数　

※
随
時
相
談
し
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切　

12
月
28
日
（
水
）
ま
で

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」
と

さ
れ
た
場
合
、
住
宅
の
耐
震
改
修
を
お
勧
め
し
ま
す
。
最

高
90
万
円
ま
で
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　

笠
置
町
総
務
財
政
課　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
）

　

和
束
町
総
務
課　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
代
）

　

南
山
城
村
建
設
水
道
課　
☎
０
７
４
３・
93
・
０
１
０
６（
直
通
）

　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
で
は
、
管
内
全
て
の
住

宅
に
お
い
て
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器

に
つ
い
て
、
設
置
状
況
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
公
務
証
を
携
帯
し
た
消
防
職
員
が
み
な
さ
ん
の
お

宅
を
訪
問
し
、
設
置
状
況
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

訪
問
の
際
に
、
住
居
内
に
入
る
こ
と
は
な
く
、
玄
関
先

等
で
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

※
消
防
職
員
が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
を
販
売

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課　

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
１

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

個
別
訪
問
調
査
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

�



『
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
』

実
施
日　

10
月
２
日
（
日
）

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師　
（
一
社
）
健
康
栄
養
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

管
理
栄
養
士
・
西
川
侑
里
子
さ
ん

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

　
　
　
　

男
性
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

１
６
０
０
円
（
材
料
費+

講
習
料
）

定　

員　

先
着
10
人

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
手
ふ
き
タ
オ
ル
・
三
角
巾

申
込
受
付　

９
月
12
日
（
月
）
～
23
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

　
　
　
　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

『
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
』

実
施
日　

９
月
30
日
（
金
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場　

所　

南
山
城
村
図
書
室

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上
の
方

参
加
費　

１
０
０
円
（
お
飲
物
代
）

定　

員　

先
着
10
人

持
ち
物　

紹
介
し
た
い
本
３
冊
ま
で
。
筆
記
用
具

申
込
受
付　

９
月
７
日
（
水
）
～
23
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

　
　
　
　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

『
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

９
月
５
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

９
月
７
日
（
水
）・
21
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

９
月
15
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

山
根
光
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

企
画
展

『
京
都
発
掘
だ
よ
り
２
０
１
６
』

　

平
成
26
年
度･

27
年
度
に
京
都
府
内
各
地
で
お

こ
な
わ
れ
た
発
掘
調
査
の
成
果
を
、
公
益
財
団

法
人
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

と
の
共
同
企
画
で
展
示
し
ま
す
。

講
　
座

日　

時　

９
月
17
日
（
土
）
～
10
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

ま
で 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

文
化
財
連
続
講
座

　

文
化
財
に
関
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
で
身
近
な
話

題
を
提
供
し
、
文
化
財
へ
の
理
解
を
深
め
親
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
連
続
講
座
で
す
。

　

今
年
度
４
回
目
。
企
画
展
関
連
事
業
と
し
て

開
き
ま
す
。

日　

時　

９
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　
「
京
都
発
掘
だ
よ
り
２
０
１
６
」

講　

師　

京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
職
員

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

※
休
館
日　

月
曜
日
︽
９
月
19
日
（
月
・
祝
）

　
　

は
開
館
し
、
９
月
20
日
（
火
）
が
休
館
︾

問
合
せ　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館　

総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

　
　
　
　

０
７
７
４
・
86
・
５
５
８
９

チ
ャ
レ
ン
ジ
漁
業
体
験 

パ
ー
ト
１

目　

的　

杉
定
置
網
体
験
を
通
し
て
、
海
や
漁

　

業
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
然
の
醍
醐

　

味
を
味
わ
う
。

期　

日　

９
月
24
日
（
土
）
～
９
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

１
泊
２
日

会　

場

　

宿
泊　

京
都
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
マ
リ
ー
ン
ピ
ア
）

　

漁
業
体
験　

京
都
府
宮
津
市
大
島
海
上

　
　
　
　
　
　
（
沖
合
20
分
）

対　

象　

２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
（
18
歳
以
下
保
護
者
同
伴
）

平成29年 成人式のご案内
平成 29 年成人式を下記のとおり挙行いたします。対象者には、後日案内を送付します。
なお、昨年と会場が変更になっていますのでご注意ください。

日時　　平成２９年１月９日（月 ・祝）　　午後０時４５分～

　　　　　（受付は正午～）

場所　　和束町���海洋センター

対象　　平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれの３町村在住者
※以前３町村に在住していた方で、参加を希望される方は教育委員会までご連絡ください。

問合せ　教育委員会　☎0774・78・4335　笠置町分室　☎0743・95・2726　南山城村分室　☎0743・93・0580

おしらせおしらせ

催
　
し

お
し
ら
せ

�



おしらせおしらせ

　
　

ル
な
ど
の
情
報
を
得
る

　
　

①
子
育
て
支
援
情
報
・
子
育
て
の
課
題

　
　
　
（
発
達
障
害
・
虐
待
・
健
康
等
）
の
展
示

　
　

②
ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談

　
　

③
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
応
援
相
談

　
　

④
障
害
児
を
育
て
る
親
に
よ
る
写
真
展

　
　
　
「
し
あ
わ
せ
の
か
た
ち
」

　
（
３
）
子
ど
も
の
発
達
や
子
育
て
に
つ
い
て
相

　
　

談
す
る

　
　

子
ど
も
の
発
育
・
子
育
て
・
気
に
な
る
子
ど

　
　

も
の
相
談

　
（
４
）
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
の
身
体
と
心
の
健

　
　

康
に
つ
い
て
相
談
す
る

　
　

①
が
ん
予
防　

②
心
の
健
康　

③
認
知
症
へ

　
　

の
理
解
を
深
め
る

　
（
５
）
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
楽
し
む

　
　

①
親
子
で
楽
し
む
ス
テ
ー
ジ 

　
　
　

時
間
：
午
後
１
時
10
分
～
３
時

　
　
　

人
形
劇
・
吹
奏
楽
・
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー

　
　
　
（
発
達
障
害
啓
発
）
ほ
か

　
　

②
子
ど
も
の
遊
び
場
・
創
作
コ
ー
ナ
ー

　
　

③
親
子
で
楽
し
む
木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　

④
消
防
自
動
車
展
示

　
（
６
）
相
楽
東
部
地
域
の
紹
介
と
交
流

　
　

①
相
楽
東
部
地
域
の
Ｐ
Ｒ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
︿
ス
テ
ー
ジ
﹀
午
後
１
時
30
分
～
１
時
40
分

　
　

②
親
子
茶
香
服
︿
研
修
室
﹀（
限
定
30
人 

事

　
　
　

前
予
約
制
）
午
後
１
時
50
分
～
２
時
40
分

　
　

③
相
楽
東
部
地
域
の
子
育
て
環
境
や
特
産
物

　
　
　

な
ど
︿
展
示
と
販
売
﹀

保
育
ル
ー
ム
の
申
込
み
方
法

　

当
日
は
保
育
ル
ー
ム
を
設
置
し
、（
１
）・

（
６
）
②
に
参
加
希
望
の
方
の
み
保
育
ル
ー
ム

の
予
約
を
受
付
け
ま
す
。
保
育
ル
ー
ム
希
望

の
方
は
、
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
参
加
者
氏
名
・

子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・

連
絡
先
を
明
記
し
、
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
に
よ
り
申
込
み
願
い
ま
す
。
申
込

み
多
数
で
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
の
み
連

絡
し
ま
す
。

申
込
み
期
限　

10
月
12
日
（
水
）
ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

　

京
都
府
山
城
南
保
健
所
福
祉
室

　

〒
６
１
９
︱
０
２
１
４

　

木
津
川
市
木
津
上
戸
18
︱
１

　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
９
７
９

　

yam
ash

in
-h

o-m
in

am
i-fu

ku
sh

i@
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第
26
回　

奈
良
矯
正
展

目　

的　

平
成
28
年
度
「
社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　

運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
奈
良
少
年

　
　
　
　

刑
務
所
の
一
部
を
開
放
し
、
地
域
社

　
　
　
　

会
の
人
々
に
広
く
矯
正
行
政
に
つ
い

　
　
　
　

て
の
理
解
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

　
　
　
　

て
開
き
ま
す
。

実
施
内
容

　

◦
施
設
見
学
（
時
間
制
限
あ
り
）

　

◦
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売

　

◦
教
育
内
容
・
職
業
訓
練
等
を
パ
ネ
ル
で
紹
介

　

◦
受
刑
者
の
書
・
絵
画
等
の
文
芸
作
品
の
展
示

　

◦
職
員
に
よ
る
性
格
検
査
の
体
験
実
施
等

日　

時　

９
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
　
　
　

９
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

場　

所　

奈
良
少
年
刑
務
所
構
内

　
　
　
　

奈
良
市
般
若
寺
町
18
番
地

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
２
・
22
・
４
９
６
１

交　

通　

近
鉄
奈
良
駅
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら

「
青
山
住
宅
（
81
・
１
１
８
系
統
）」
行
き
ま

た
は
「
州
見
台
８
丁
目
（
１
５
３
系
統
）」
行

き
の
バ
ス
（
奈
良
交
通
）
に
乗
車
し
、
般
若

寺
バ
ス
停
下
車
。
徒
歩
５
分
。

第
25
回
和
束
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

実
施
日　

11
月
27
日
（
日
）

時　

間　

午
前
９
時
開
会

場　

所　

和
束
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
構
成　

　

４
人
１
チ
ー
ム
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

申
込
締
切　

11
月
11
日
（
金
）

申
込
方
法　

チ
ラ
シ
下
部
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　
　
　
　

記
入
の
上
、
事
務
局
ま
で
お
申
込
み
く

　
　
　
　

だ
さ
い
。
な
お
、
チ
ラ
シ
は
事
務
局

　
　
　
　

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

主　

催　

和
束
町
体
育
協
会

問
合
せ　

和
束
町
体
育
協
会
事
務
局　

　
　
　
　
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
内
）

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　

時　

10
月
９
日（
日
）午
前
９
時
～
正
午

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　

容　

心
肺
蘇
生
法
・
異
物
除
去
法
・
止
血
法

　
　
　
　

及
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

　
　
　
　

の
使
用
方
法
な
ど

対
象
者　

木
津
川
市
・
笠
置
町
・
和
束
町
及
び

　
　
　
　

南
山
城
村
に
在
住
ま
た
は
勤
務
者
（
原

　
　
　
　

則
、
中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま
す
。）

募　

集　

先
着
30
人

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

９
月
１
日
（
木
）
～
９
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
・
日
・

　
　
　
　

祝
日
は
除
く
。）

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
２

｢

第
24
回
相
楽
の
文
化
を
創
る
つ

ど
い｣

　
出
演
団
体
募
集

開
催
日　

平
成
29
年
２
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
４
時
（
予
定
）

場　

所　

精
華
町
立
体
育
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
「
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　

相
楽
郡
精
華
町
下
狛
神
ノ
木
８

      　

   

☎
０
７
７
４･

98･

０
２
０
０

 　
　
　
　

０
７
７
４･

98･

０
１
１
８

募
集
内
容　

演
奏
・
合
唱
・
民
踊
・
詩
吟
・
舞
踊

定
　
員　

15
人

　
　
　
　
（
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費
用

　

小
学
生
６
１
０
０
円
・
中
学
生
６
３
０
０
円
・

　

高
校
生
７
６
０
０
円
・
一
般
８
７
０
０
円

活
動
内
容

　

宮
津
市
大
島
海
上
で
定
置
網（
朝
網
）
体
験
・

　

と
れ
と
れ
魚
の
朝
食
付

　

※
気
象
条
件
が
悪
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

　
　
（
集
合
前
日
に
セ
ン
タ
ー
か
ら
参
加
者
へ
連

　
　

絡
を
し
ま
す
。）

申
込･

受
付
方
法　

　

京
都
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

　

申
込
み
。
後
日
、
セ
ン
タ
ー
よ
り
参
加
申
込

　

書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

〒
６
２
６
ー
０
０
６
８

　

京
都
府
宮
津
市
字
田
井
３
８
２

　

京
都
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
マ
リ
ー

　

ン
ピ
ア
）　

　

☎ 

０
７
７
２･

22･

０
５
０
１

受
付
期
間

　

９
月
５
日
（
月
）
～
９
月
15
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

山
城
南
子
育
て
フ
ェ
ス
タ

目　

的　

管
内
の
子
育
て
中
の
保
護
者
に
子
育

　

て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
子
育
て
家
庭

　

と
支
援
者
と
の
交
流
を
深
め
、
子
育
て
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
の
推
進
を
図
る
。

日　

時　

10
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

木
津
川
市
山
城
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ
）

　
　
　
　

木
津
川
市
山
城
町
平
尾
前
田
24

対　

象　

就
学
前
児
童
を
持
つ
保
護
者
と
そ
の

　
　
　
　

子
ど
も

参
加
費　

無
料

内　

容

　
（
１
）
子
ど
も
や
子
育
て
に
つ
い
て
学
ぶ

　
　

小
セ
ミ
ナ
ー
「
子
育
て
に
お
け
る
ス
マ
ホ

　
　

と
の
つ
き
あ
い
方
（
仮
題
）」
講
師
未
定
・

　
　

時
間
：
午
後
３
時
５
分
～
３
時
35
分

　
（
２
）
子
育
て
支
援
制
度
や
支
援
団
体
・
サ
ー
ク

募
　
集

�



おしらせおしらせ

　
　
　　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
代
）

　
　
　　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

相
楽
郡
南
山
城
村
北
大
河
原
久
保
14
ー
１

　
　
　　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　
（
４
）
そ
の
他

　
　
　
　

自
衛
隊
各
駐
屯
地
・
各
基
地
等
に
お
い

　
　
　
　

て
も
案
内
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

９
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

笠
置
町
役
場
２
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

９
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
代
）

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

９
月
27
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

９
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

９
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

　
　
　
　

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
の
舞
台
発
表

募
集
団
体　

10
団
体
程
度

　

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
出
演
を
お
断
り

　
　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

出
演
時
間　

入
退
場
を
含
め
て
１
団
体
15
分
以
内
（
厳
守
）

出
場
資
格　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
在
住
又
は

　
　
　
　

活
動
す
る
５
人
以
上
の
団
体
。

出
場
条
件　

出
演
団
体
の
代
表
者
は
実
行
委
員
会

　
　
　
　

委
員
と
な
る
こ
と
。

出
演
料　

有
料
（
１
団
体
に
つ
き
３
千
円
程
度

　
　
　
　

必
要
で
す
。）

入
場
料　

無
料

申
込
方
法   

ハ
ガ
キ
に
「
第
24
回
相
楽
の
文
化
を

創
る
つ
ど
い
」
出
演
希
望
と
明
記
し
、
グ
ル
ー

プ
名
・
出
場
予
定
人
数
・
発
表
種
目
と
代
表

者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申　

込　

〒
６
１
９-

０
２
１
４　

　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15
（
相
楽
会
館
内
）

　

相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い
実
行
委
員
会

締　

切　

９
月
30
日
（
金
）︹
消
印
有
効
︺

　

※
お
問
合
せ
は
、
相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど

　
　

い
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で

     　

   

☎
０
７
７
４･

72･

０
４
２
１

主　

催　

相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い
実
行
委
員

　
　
　
　

会
・
京
都
府

平
成
28
年
度
自
衛
隊
員
募
集
案
内

１　

受
付
及
び
問
合
せ

　
（
１
）
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
笠
殿
町
38

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
８
０
３
・
０
８
２
１

　
　
　　

h
ttp

://w
w

w
. m

od
.go.jp

/

　
　
　
　
　

p
co/kyoto/

　
（
２
）
宇
治
地
域
事
務
所

　
　
　
　

宇
治
市
広
野
町
西
裏
71
ー
５

　
　
　　

Ｓ.

Ｃ　

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ　

２
０
２
号
室

　
　
　　

☎
０
７
７
４
・
44
・
７
１
３
９

　
（
３
）
笠
置
町
総
務
課

　
　
　
　

相
楽
郡
笠
置
町
西
通
90
ー
１

　
　
　　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
）

　
　
　　

和
束
町
総
務
課
地
域
情
報

　
　
　　

相
楽
郡
和
束
町
釜
塚
生
水
14
︱
２

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時

９
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間

　
　
　
　

程
度
）

対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
９
月
14
日

　
　
　
　
（
水
）ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

　
　
　
　

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

　
　
　
　

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら
せ
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

　
　
　
　

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９
ー
０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

　

地
域
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る 

し
ょ
う
が
い
者

の
方
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

９
月

実
施
日

30
日
（
金
）

13
日
（
火
）

笠
置
会
館

飛
鳥
路
集
会
所
場　

所

９
月

実
施
日

23
日
（
金
）

21
日
（
水
）

16
日
（
金
）

高
尾
公
民
館

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

童
仙
房
公
民
館
場　

所

相
　
談

訂　正：８月号で下記のとおり間違いがありましたので、訂正してお詫びいたします。　　
　　　　◦８月号 18 ページの笠置町のビン収集日　　　毎月第１火曜日の翌日（誤）→毎月第２火曜日の翌日（正）

２　

募
集
種
目
及
び
試
験
期
日
等

募
集
種
目

受
付
期
間

試
験
期
日

資
格

自
衛
官

候
補
生

男子
年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。
受
付
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

防　

衛

大
学
校

学　

生

推薦
９
月
５
日（
月
）～

９
月
８
日（
木
）

９
月
24
日（
土
）

９
月
25
日（
日
）

高
卒（
見
込
含
）21

歳
未
満
の
、成
績
優

秀
か
つ
生
徒
会
活

動
等
に
顕
著
な
実

績
を
修
め
、学
校
長

が
推
薦
で
き
る
者

総合選抜
９
月
５
日（
月
）～

９
月
８
日（
木
）

１
次

　

９
月
24
日（
土
）

２
次

　

10
月
29
日（
土
）

・
10
月
30
日（
日
）

高
卒（
見
込
含
）21

歳
未
満
の
者
（
自

衛
官
は
23
歳
未
満
）

一般（前期）
９
月
５
日（
月
）～

９
月
30
日（
金
）

１
次

　

11
月
５
日（
土
）

　

11
月
６
日（
日
）

２
次

　

12
月
６
日（
火
）

　
　

～
10
日（
土
）

高
卒（
見
込
含
）21

歳
未
満
の
者
（
自

衛
官
は
23
歳
未
満
）

一般（後期）
平
成
29
年

１
月
21
日（
土
）～

１
月
27
日（
金
）

１
次

平
成
29
年

　

２
月
18
日（
土
）

２
次

平
成
29
年

　

３
月
10
日（
金
）

高
卒（
見
込
含
）21

歳
未
満
の
者
（
自

衛
官
は
23
歳
未
満
）

防
衛
医
科

大

学

校

医
学
科
学
生

９
月
５
日（
月
）～

９
月
30
日（
金
）

１
次

　

10
月
29
日（
土
）

　

10
月
30
日（
日
）

２
次

　

12
月
14
日（
水
）

　
　

～
16
日（
金
）

高
卒（
見
込
含
）21

歳
未
満
の
者

防
衛
医
科
大

学
校
看
護

学
科
学
生

（
自
衛
官
候
補

看
護
学
生
）

９
月
５
日（
月
）～

９
月
30
日（
金
）

１
次

　

10
月
15
日（
土
）

２
次

　

11
月
26
日（
土
）

　

11
月
27
日（
日
）

高
卒（
見
込
含
）21

歳
未
満
の
者

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
記
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

�



おしらせおしらせ

税
関
で
は
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の
通

貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す

１　

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ

た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

２　

外
地
の
総
領
事
館
や
日
本
人
自
治
会
な
ど

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、

そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
税
関
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方

も
問
合
せ
や
返
還
請
求
を
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

保
管
証
券
返
還
の
ご
案
内
は
、
大
阪
税
関
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

大
阪
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.custom

s.go.jp/osaka/

問
合
せ

　

大
阪
税
関　

監
視
部　

取
締
総
括
部
門

　

〒
５
５
２
ー
０
０
２
２

　

大
阪
市
港
区
海
岸
通
２
ー
１
ー
４

　

☎
06･

６
５
７
６･

３
１
１
５

　

大
阪
税
関　

京
都
税
関
支
署

　

〒
６
０
６
ー
８
３
９
５

　

京
都
市
左
京
区
丸
太
町
川
端
東
入
ル
東
丸
太

　

町
34
ー
12　

京
都
第
２
地
方
合
同
庁
舎
内

　

☎ 

０
７
５･

７
６
１･

１
２
９
６

　

大
阪
税
関　

舞
鶴
税
関
支
署

　

〒
６
２
４
ー
０
９
３
１

　

舞
鶴
市
字
松
陰
無
番
地

　

☎ 

０
７
７
３･

75･

９
１
１
６

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法

に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
増
進
と
建

設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

就
職
に
つ
い
て
の
相
談
と
情
報
の
提
供
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

相
談
会
は
、
毎
月
２
回
開
い
て
い
ま
す
。（
毎

月
第
２
・
第
４
火
曜
日
）
詳
し
く
は
、
左
記
連

絡
先
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日　

時

９
月
13
日
（
火
）・
27
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１
ー
10

       　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１

　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
５

　

※
相
談
会
以
外
の
日
で
も
、ご
相
談
を
お
受
け

　
　

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
（
京
都
地
方
法
務
局
）」
開
設

の
お
し
ら
せ

日　

時　

10
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

京
都
市
上
京
区
荒
神
口
通
河
原
町

　
　
　
　

東
入
上
生
洲
町
１
９
７

　
　
　
　

京
都
地
方
法
務
局
本
局

相
談
対
応　

法
務
局
職
員
・
司
法
書
士
・
土
地
家
屋

　
　
　
　

調
査
士
・
人
権
擁
護
委
員
・
公
証
人

相
談
内
容　

登
記
相
談
・
戸
籍
・
成
年
後
見
・
国
籍

　
　
　
　

相
談
・
供
託
相
談
・
人
権
相
談
・
遺
言
・

　
　
　
　

後
見
な
ど
の
公
正
証
書
に
関
す
る
相

　
　
　
　

談
。

相
談
料　

無
料

受
付
期
間　

９
月
12
日
（
月
）
～
９
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

相
談
予
約
・
問
合
せ

　

京
都
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
７
５
・
２
３
１
・
０
１
４
８

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

掛　

金　
　
　
　
　
　

日
額
３
１
０
円

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
建
退
共
の
制
度
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

①
退
職
金
の
予
定
運
用
利
回
り
が
２
・
７
％
か
ら

３
％
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

②
退
職
金
の
不
支
給
期
間
が
掛
金
納
付
月
数

12
ヶ
月
未
満
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
遺
族
請
求
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
12
ヶ
月
未
満

で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。）

③
被
共
済
者
に
よ
る
移
動
通
算
の
申
出
期
間
が

３
年
以
内
に
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

④
移
動
通
算
で
き
る
退
職
金
額
の
上
限
が
撤
廃

さ
れ
ま
し
た
。

建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

◦
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数
に
応
じ

て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◦「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所
持
し
て
い

る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を
引
退
す
る
時
は
、

忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
建
退
共
支
部

　

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

〒
６
０
４
ー
０
９
４
４　

京
都
市
中
京
区
押
小

　

路
通
柳
馬
場
東
入
橘
町
６
４
５ 

　

京
都
建
設
会
館
内 

建
退
共
京
都
府
支
部

　

☎ 

０
７
５
・
２
３
１
・
４
１
６
１

平
成
28
年
度

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　

今
年
の
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
１
等
・

前
後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
！

１　
　

等　

３
億
円

前
後
賞
各　

１
億
円

発
売
期
間　

９
月
26
日（
月
）
～
10
月
14
日（
金
）

抽
せ
ん
日　

10
月
21
日（
金
）

発
売
場
所　

全
国
の
宝
く
じ
売
場

※
通
信
販
売
で
も
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

通
信
販
売
申
込
み
の
締
切

　

10
月
６
日
（
木
）
必
着

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
・
高
齢
化
対
策
な
ど

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度
薬
物
乱
用
防
止
強
化
活
動

　

平
成
27
年
１
月
25
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た
「
京

都
府
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
で

は
、
危
険
薬
物
の
製
造
・
販
売
・
使
用
・
所
持

等
が
全
面
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
し
た
場
合
、

最
大
２
年
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
の
罰
金

が
科
さ
れ
ま
す
。

乱
用
薬
物
の
特
徴　

●
依
存
症　
「
１
回
く
ら
い
な
ら
」
と
思
っ
て
い

て
も
薬
物
の
効
果
が
切
れ
る
と
ま
た
使
い
た

く
な
り
、
次
第
に
自
分
の
意
志
で
は
止
め
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
薬
物
を
入
手
す
る
た
め
恐
喝
や
強

盗
・
殺
人
な
ど
の
犯
罪
を
起
こ
し
た
り
、
幻

覚
や
妄
想
等
に
よ
る
弊
害
が
発
生
す
る
な
ど
、

自
分
だ
け
で
な
く
家
庭
の
崩
壊
・
社
会
生
活

の
破
壊
を
招
く
要
因
と
な
り
ま
す
。

　
●
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク　

薬
物
の
乱
用
を
止
め
、

表
面
的
に
は
普
通
の
生
活
に
戻
っ
た
よ
う
に
み

え
て
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
ス
ト
レ

ス
・
疲
労
な
ど
の
小
さ
な
き
っ
か
け
で
幻
覚
・

妄
想
な
ど
の
精
神
異
常
が
再
燃
し
ま
す
。

薬
物
乱
用
は
﹁
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。﹂

　
　

薬
物
乱
用
は
周
囲
の
人
か
ら
誘
わ
れ
て
好

奇
心
や
興
味
本
位
で
手
を
染
め
る
ケ
ー
ス
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。「
痩
せ
ら
れ
る
。」「
気
分

が
よ
く
な
る
。」
な
ど
の
甘
い
誘
い
文
句
や
覚

醒
剤
を
「
エ
ス
」「
ス
ピ
ー
ド
」
な
ど
と
呼
ん

で
乱
用
薬
物
と
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
誘
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
薬
物
乱
用
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
絶
対
に
手
を
出
さ
な
い
と

い
う
自
覚
が
大
切
で
す
。京

都
府
山
城
南
保
健
所

そ
の
他

�



おしらせおしらせ

映画『母と暮せば』　〜もう息子には会えないと思っていました〜
　1948 年 8 月 9 日。長崎で助産婦をして暮らす伸子の前に、3 年前に原爆で死んだ息子・
浩二が亡霊となってひょっこり現れる。その日から、浩二は時々伸子の前に現れるようになる。
二人の時間は奇妙だったけれど、喜びに満ちており、その幸せは永遠に続くように見えたが。

日　時　　9月25日（日）
　　　　　①午前 10時 30分～　②午後２時～（いずれも 30前開場）
場　所　　南山城村文化会館　やまなみホール
入場料　　前売り　900円（当日 1,100 円）
共　催　　京都映画センタ− , 南山城村

問合せ　南山城文化会館　やまなみホール　☎ 0743・93・0560　　FAX0743・93・0596

10 月１日は「浄化槽の日」です
　「浄化槽の日」は、浄化槽に関する諸制度を整備した「浄化槽法」が、昭和 60 年 10 月１日に施行されたのを記念して、
昭和 62 年に設けられました。

浄化槽は維持管理が大切です
　浄化槽の管理が不十分ですと、隣近所に悪臭などの迷惑をかけたり、側溝や河川を汚し、生活環境を悪化させるこ
とになります。
　浄化槽を使用されている方は次の３つの義務（「保守点検」「清掃」「法定検査」を守り、正しく管理しましょう。

保守点検は登録業者に
　保守点検は機械の点検・補修や消毒剤の補給などをおこないます。概ね 3 ～ 4 ヵ月に 1 回以上（機種により異なる）
おこなってください。保守点検は、京都府の登録業者がおこなうことになっています。
※問合せ
　京都府山城南保健所　環境衛生室環境担当　　☎ 0774・72・4303（直通）
　（社）京都府浄化槽協会　　　　　　　　　　☎ 075・751・9065

清掃は許可業者に
　浄化槽は、浄化機能を損なわないように、年１回以上の清掃をしましょう。
なお、下水道への切り替えや建物の解体による浄化槽の廃止の際には、槽の最終清掃が必要です。最終清掃を実施し
ないと、槽に付着した汚泥（一般廃棄物）をそのまま投棄することになり、法律違反になります。清掃は、相楽郡広
域事務組合の許可を受けた下記業者に必ず依頼してください。

指定検査機関の定期検査を受けてください
　使用開始後の 3 ～ 8 ヵ月の間に 1 回（7 条検査）と、その後は 1 年に 1 回（11 条検査）、京都府知事が指定した
検査機関の検査を受けなければならないことが、浄化槽法で義務づけられています。
※指定検査機関
　（社）京都保健衛生協会　　☎ 075・681・1727

監督 / 山田　洋次
出演 / 吉永　小百合
　　　二宮　和也　ほか

浄化槽清掃業者
㈱クリーンサービス山城 ☎ 0774・94・3241 大和清掃 ☎ 0742・61・4798
㈱相楽清掃 ☎ 0774・76・2417 城南衛生㈱ ☎ 0774・62・9000
相楽商事 ☎ 0774・62・3009 平安衛生開発㈱ ☎ 0774・62・1732
㈲フシミ ☎ 075・601・6714

問合せ
相楽郡広域事務組合事務局 ☎ 0774・72・0421 和　束　町　農村振興課 ☎ 0774・78・3001
木津川市　まち美化推進課 ☎ 0774・75・1215 精　華　町　環境推進課 ☎ 0774・95・1925
笠　置　町　税住民課 ☎ 0743・95・2301 南山城村　産業生活課 ☎ 0743・93・0105

�



★ Pick UP ★
　「希望荘」
　宮部みゆき 作

　家族と仕事を失った杉村三郎は、
私立探偵事務所を開業する。
｢ペテロの葬列｣ に続く杉村三郎シ
リーズ第４弾。
私立探偵杉村三郎が４つの難事件に
挑む。

☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）　

　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

　

※
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８（
い
や
や
！
）」番
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

相
談
日　

月
～
金（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津

　
　
　
　

総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
出
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
除
く
）
は

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

Ⓠ
今
朝
、
携
帯
電
話
に
見
知
ら

ぬ
差
出
人
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
の
未
納
料
金
が
あ
る
、
本

日
中
に
支
払
い
が
な
け
れ
ば
法
的

措
置
を
と
る
。
直
ぐ
に
メ
ー
ル
に

記
載
さ
れ
た
電
話
番
号
に
連
絡

す
る
よ
う
に
。」
と
言
う
内
容
の

メ
ー
ル
が
届
い
た
。
メ
ー
ル
に
は

具
体
的
に
何
に
い
く
ら
使
っ
た

の
か
と
い
う
明
細
も
書
か
れ
て

お
ら
ず
心
当
た
り
は
全
く
な
い

が
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
自
分
が
忘

れ
て
い
る
だ
け
か
も
知
れ
な
い

と
思
う
と
不
安
に
な
っ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
（
70
歳
代　

男
性
）

Ⓐ
こ
の
よ
う
な
請
求
は
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル
で
い

き
な
り
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
一

時
期
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
近
年
ま
た
増
加
し
は
じ
め
て

い
ま
す
。
メ
ー
ル
を
使
っ
た
も
の

が
大
半
で
す
が
、
携
帯
電
話
の

着
信
が
あ
っ
た
の
で
か
け
直
す

と
「
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
に
登
録
し

料
金
を
滞
納
し
て
い
る
。
支
払
わ

な
け
れ
ば
民
事
訴
訟
を
起
こ
す
。」

と
い
う
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ

た
、
な
ど
と
い
う
新
た
な
手
口
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
架
空
請
求
に
支
払

の
義
務
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
不
安
に
な
っ
て
確
認
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
が
ち
で

す
。
し
か
し
電
話
を
す
る
と
、
強

引
に
支
払
う
よ
う
脅
さ
れ
た
り
、

こ
ち
ら
の
個
人
情
報
の
提
供
を
求

め
ら
れ
て
、
そ
の
結
果
、
請
求
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
安
易
に
連
絡
す
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

事
例
の
件
で
は
、
セ
ン
タ
ー
で

相
談
の
内
容
か
ら
架
空
請
求
と
考

え
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
無
視

し
て
相
手
に
し
な
い
よ
う
相
談
者

に
伝
え
ま
し
た
。

再
び
増
加
し
て
い
る
架
空
請
求
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

図書室図書室 消費者生活消費者生活

和束町体験交流センター
図書室より

☆『おはなしのじかん』
　日　時　　９月 18 日（日）
　　　　　　午前 10 時 30 分〜
　場　所　　和束町体験交流センター　ホール
　　　　　　☎ 0774・78・4013

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743・95・2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774・78・4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743・93・0522

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書

自分のままで暮らす 吉沢　久子

カエルの楽園 百田　尚樹

京都ぎらい 井上　章一

児童書

オイレ夫人の深夜画廊 斉藤　洋

あいつとぼく 辻村　ノリアキ

こども孫子の兵法 齋藤　孝

和　束　町

一般書

ポイズンドーター・ホーリー
マザー 湊　かなえ

ツバキ文具店 小川　糸

着かた、生き方 地曳　いく子

児童書

さよならママがおばけになっ
ちゃった のぶみ

みちくさしようよ！ はた　こうしろう

野生動物の首をしめるゴミ 宮崎　学
/写真・文

南山城村

一般書

王とサーカス 米澤　穂信

希望荘 宮部　みゆき
毎日すること　どきどきする
こと 有元　葉子

児童書

星座の神話伝説大図鑑 グラフィオ

神々と戦士たち ミシェル・ペイ
ヴァー

オオカミのはつこい 木村　ゆういち

図 書 室
　 だ よ り

�
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連
合

〒
619-1205　

京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番

地
の
1

TEL：
0774・
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● 　笠　置　町　●
人　口　1,443 人　（-3）
世帯数　　649世帯（±0）

　〒₆₁₉-₁₃₀₃ 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,201 人　（-6）
世帯数　1,733 世帯（-1）

　〒₆₁₉-₁₂₁₂ 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799

http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,894 人　（-2）
世帯数　1,252 世帯（+2）

　〒₆₁₉-₁₄₁₁ 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成28年 8月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

岩
いわ

下
した

　明
あ

日
す

華
か

ちゃん
笠置町　笠置　
平成 26年 1月 9日生
小学生のお姉ちゃんに憧
れるひょうきん娘です。
よろしくね。

燃えるごみの出し方
環　境環　境

未来にはばたけ　元気な子！

　　　　　　出せるもの（一例）
　　　　　　生ごみ・紙類・布類・木くず・紙おむつ

出す時の注意
・生ごみの約 6 割は水分です。そのまま袋に入れると悪臭の原因になります。
　十分に水切りをして出してください。
・食用油は固めるか、紙などに浸してください。
・紙類はクリップやホッチキス等は外して出してください。
・刈草等は乾かして土を取って、燃えるごみの袋にいれて収集所に出してください。
・竹・枝・茎等は燃えるごみの袋に入らない竹・木類は必ず 1m 以内に切断し紐で束ね収

集所に出してください。
・紙おむつは汚物を取り除き新聞紙等で包んで燃えるごみの袋に入れてください。

　生ごみの水切り・ごみの分別を徹底していただくことで、ごみの減量化やごみ処理
費用の節約につながります。ご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　出せるもの（一例）
　　　　　　

出す時の注意

燃えるごみ

「未来にはばたけ　元気な子！」写真募集！
対　　象：笠置町・和束町・南山城村在住で、３歳までの幼児。
　　　　　（申請時）
応募方法：応募方法については、相楽東部広域連合のホームページ
　　　　　をご覧ください。
　　　　　http://www.rengou.jp/
　　　　　※ご提供いただいた写真および個人情報は「広報　れん
　　　　　　けい」以外の目的には使用いたしません。
問　合　せ　相楽東部広域連合総務課
　　　　　☎０７７４・７８・０１２０
　　　　　e-mail  rengou-soumu@rengou.jp

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743･95･2301（代）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743･93･0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774･78･3001（代）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774･78･4153（直通）

◦燃えるごみ収集日
　笠　置　町　毎週　火・金曜日
　和　束　町　毎週　月・木曜日
　南山城村　毎週　火・金曜日




